
　

各
地
で
営
ま
れ
る
平
和

の
集
い
。
戦
争
の
記
憶
を

語
り
継
ぎ
、
非
戦
の
誓
い

を
刻
み
続
け
よ
う
と
特
別

な
日
に
開
く
教
区
も
あ

る
。

　

和
歌
山
教
区
は
７
月
９

日
、「
第
２２
回
平
和
を
希ね

が

う
念
仏
者
の
集
い
―
全
戦

没
者
追
悼
法
要
」
を
和
歌

山
市
の
鷺
森
別
院
で
開
い

た
。昭
和
２０
年
の
こ
の
日
、

市
内
の
約
４３
％
が
焼
か

れ
、
１
４
１
６
人
が
亡
く

な
っ
た
和
歌
山
大
空
襲
が

あ
っ
た
。
同
教
区
の
「
平

和
の
日
」
と
位
置
づ
け
、

毎
年
集
い
を
開
く
。

　

追
悼
法
要
に
続
い
て
、

布
教
使
の
本
多
静
芳
さ
ん

が
「
ま
こ
と
の
平
和
と
真

宗
」と
題
し
て
記
念
講
演
。

「
こ
の
法
要
に
は
、
人
々

に
殺
し
合
い
を
さ
せ
る
戦

争
を
二
度
と
し
な
い
、
さ

せ
な
い
と
い
う
『
反
戦
非

戦
の
決
意
』
と
、
戦
争
で

亡
く
な
っ
た
す
べ
て
の
命

の
尊
さ
に
目
覚
め
る
『
慚ざ

ん

愧き

を
伴
う
追
悼
』
の
２
つ

の
意
義
が
あ
る
」
と
参
拝

者
３
０
０
人
に
語
り
か
け

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
熊
本
教
区

は
熊
本
大
空
襲
の
あ
っ
た

７
月
１
日
、
滋
賀
教
区
は

近
松
別
院
に
強
制
疎
開
令

書
が
発
布
さ
れ
取
り
壊
さ

れ
た
７
月
５
日
、
東
北
教

区
は
仙
台
空
襲
が
あ
っ
た

７
月
１０
日
に
ち
な
み
、
平

和
の
集
い
を
開
催
。
戦
争

の
な
い
世
の
中
へ
思
い
を

寄
せ
、
手
を
合
わ
せ
た
。

◇

　

８
月
１０
日
ま
で
の
教
区

主
催
の
集
い
は
次
の
通

り
。
※
時
間
は
い
ず
れ
も

開
式
予
定
時
刻
。

　

▽
山
口
教
区
＝
７
月
２１

日
午
後
１
時
、
法
要
と
被

爆
ピ
ア
ノ
演
奏
会
（
山
口

別
院
・
山
口
市
小
郡
花
園

町
３
―
７
）

　

▽
奈
良
教
区
＝
同
２５
日

午
後
１
時
３０
分
、
法
要
と

講
演
（
奈
良
県
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
・
橿
原
市

大
久
保
町
３
２
０
―
１１
）

　

▽
福
井
教
区
＝
同
２６
日

午
後
１
時
３０
分
、
法
要
と

秋
葉
忠
利
元
広
島
市
長
の

講
演
（
福
井
別
院
・
福
井

市
松
本
４
―
９
―
２１
）

　

▽
大
阪
教
区
＝
同
２９
日

午
後
６
時
、
法
要
と
秋
葉

忠
利
元
広
島
市
長
の
講
演

（
津
村
別
院
・
大
阪
市
中

央
区
４
―
１
―
３
）

　

▽
高
岡
教
区
＝
同
３１
日

午
後
６
時
３０
分
、
法
要
と

被
爆
ピ
ア
ノ
演
奏
会
（
西

本
願
寺
高
岡
会
館
・
高
岡

市
東
上
関
４
４
６
）

　

▽
富
山
教
区
＝
８
月
１

日
午
後
５
時
３０
分
、
法
要

と
提
灯
行
列
（
富
山
別
院

・
富
山
市
総
曲
輪
２
―
７

―
１２
）

　

▽
佐
賀
教
区
＝
８
月
６

日
午
後
０
時
５０
分
、
法
要

と
法
話
（
北
佐
賀
草
苑
・

佐
賀
市
兵
庫
町
藤
の
木
１

１
１
５
）

　

▽
長
崎
教
区
＝
８
月
８

日
午
後
２
時
、
法
要
と
記

念
講
演
（
長
崎
教
堂
・
諫

早
市
新
道
町
５０
―
３
）　

各
地
の
平
和
の
集
い
に
ご
参
拝
を


